
至誠館大学公開授業

申し込み

（集中講義２講） 受講料無料

至誠館大学・吉田松陰研究所の野村興兒所長（学長）と三宅紹宣副所長

（広島大学名誉教授）が講師となり、公開授業「日本近代黎明史Ⅰ（前期）」

を開講します。

日本近代への歴史の流れについて、その時代背景も含めて講義します。

令和５年

(月)

８ 21/
場 所： 至誠館大学1号館102

野村 興兒 （至誠館大学長）

戊辰戦争における欧米列強の局外中立

①10:30～12:00

所 長

三宅 紹宣 （広島大学名誉教授）副所長

②12:45～14:15
ペリー来航と政治変動

つ ぐ の ぶ

お問い合わせ 至誠館大学 ℡０８３８－２４－４０００

※8/10(木)申込締切！

お申込みフォームからお申込みください

https://forms.office.com/r/uPbWwyTzbn

至誠館大学・吉田松陰研究所は、明治維新
１５０年記念として２０１８（平成３０）年に開設、
明治維新の原動力となった多くの人材を育て
た教育者である吉田松陰に関する調査・研究
を行っています。

至誠館大学
吉田松陰研究所とは

日本近代黎明史Ⅰ（前期）受講生募集
前期・後期（２月予定）合わせて出席された方に「修了証書」を進呈します。

日本近代黎明期の欧米列強の対日政策と列強内の力関係の変遷を
明らかにし、我が国の近代化のへの影響を明らかにする。

幕末の変動の画期となるペリー来航とそのことによって発生する政治
変動の実態について明らかにし、明治維新を理解する出発点とする。


